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(57)【要約】
【課題】目的地への案内ルートを探索し、目的地や走行
予定地点の気象情報を取得した場合に、目的地または走
行予定地点の道路状況を判断し、問題があると判断した
場合に新たな別の目的地も探索することでユーザーの利
便性を上げることを目的とする。
【解決手段】ナビゲーション装置１０は現在位置検出部
２０と、地図データ記憶部２１と、目的地設定部２２と
、気象情報を取得し記憶する情報取得部２３と、経路探
索部２４と、到着時間算出部２５と、道路状況判断部２
６と、再探索部２７と、制御部２８と、表示部２９を備
える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現在位置を検出する現在位置検出手段と、
　道路形状に関する情報及び施設に関する情報を含む地図データを記憶する地図データ記
憶手段と、
　目的地を設定する目的地設定手段と、
　気象情報を取得し記憶する情報取得手段と、
　前記現在位置検出手段で検出された現在位置から目的地までの経路を探索する経路探索
手段と、
　前記経路探索手段で探索された経路を用いて前記目的地までの到着時間を算出する到着
時間算出手段と、
　前記到着時間算出手段で算出された到着時間を用いて前記目的地の気象情報を前記情報
取得手段から取得して前記目的地周辺の道路状況を判断する道路状況判断手段と、
　前記道路状況判断手段の判断結果に基づいて前記目的地に類似した新たな目的地を探索
する再探索手段と、
　前記再探索手段で探索された新たな目的地までの経路を前記経路探索手段で再探索させ
る制御手段と、
　目的地までの経路を表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項２】
　前記再探索手段は、前記目的地設定手段で設定された前記目的地に関する種別、住所、
到着予定時刻、前記経路の案内の所用時間、所用距離、所用金額の少なくともひとつの条
件を満たす前記目的地とは異なった新たな目的地を再探索することを特徴とする請求項１
に記載のナビゲーション装置。
【請求項３】
　前記情報取得手段は、交通情報を取得して記憶する構成を有し、前記経路探索手段で目
的地又は新たな目的地までの経路を探索する際に前記交通情報も考慮して経路探索を行う
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のナビゲーション装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ナビゲーション装置、及びナビゲーションシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のナビゲーション装置は、現在位置取得部によって現在位置を検出し、地図データ
記憶部に保持された検索データから目的地を検索し、前記検出した現在位置から目的地ま
での案内ルートを表示部に表示する構成となっている。
【０００３】
　近年、目的地や走行予定地点の気象情報を取得し、それらから予測した道路状況を地図
上に表示し、ユーザーへ注意を促すものが知られている（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４３６７２５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記従来例は、走行予定地点への注意を促すものであり、表示された道路状況を確認し
た結果、その地点を通行するかどうかはユーザーが判断する必要があった。
【０００６】
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　また、目的地の道路状況が表示されている場合も同様に、その目的地へ行くかどうかを
ユーザーが判断しなければならず、行かない場合は他の目的地を検討しなければならない
という問題があった。
【０００７】
　本発明は、従来の問題を解決するためになされたもので、目的地への案内ルートを探索
し、目的地や走行予定地点の気象情報を取得した場合に、目的地または走行予定地点の道
路状況を判断し、問題があると判断した場合に新たな別の目的地も探索することでユーザ
ーの利便性を上げることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために本発明のナビゲーション装置は、現在位置を検出する現在位
置検出手段と、道路形状に関する情報及び施設に関する情報を含む地図データを記憶する
地図データ記憶手段と、目的地を設定する目的地設定手段と、気象情報を取得し記憶する
情報取得手段と、前記現在位置検出手段で検出された現在位置から目的地までの経路を探
索する経路探索手段と、前記経路探索手段で探索された経路を用いて前記目的地までの到
着時間を算出する到着時間算出手段と、前記到着時間算出手段で算出された到着時間を用
いて前記目的地の気象情報を前記情報取得手段から取得して前記目的地周辺の道路状況を
判断する道路状況判断手段と、前記道路状況判断手段の判断結果に基づいて前記目的地に
類似した新たな目的地を探索する再探索手段と、前記再探索手段で探索された新たな目的
地までの経路を前記経路探索手段で再探索させる制御手段と、目的地までの経路を表示す
る表示手段と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明のナビゲーション装置の前記再探索手段は、前記目的地設定手段で設定さ
れた前記目的地に関する種別、住所、到着予定時刻、前記経路の案内の所用時間、所用距
離、所用金額の少なくともひとつの条件を満たす前記目的地とは異なった新たな目的地を
再探索することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明のナビゲーション装置の前記情報取得手段は、交通情報を取得して記憶す
る構成を有し、前記経路探索手段で目的地又は新たな目的地までの経路を探索する際に前
記交通情報も考慮して経路探索を行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、目的地または走行予定地点の道路状況に問題がある場合は、その地点
へ行くかどうかをユーザーが判断することなく自動で他の目的地を検索・検討することに
より、ユーザーは表示された選択肢から選択するだけでよいという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施の形態１におけるナビゲーション装置を搭載した自動車の斜視図
【図２】本発明の実施の形態１におけるナビゲーション装置の構成図
【図３】（ａ）本発明の実施の形態１におけるナビゲーション装置の動作説明のためのフ
ロー図（ｂ）本発明の実施の形態１におけるナビゲーション装置の動作説明のためのフロ
ー図
【図４】本発明の実施の形態１におけるナビゲーション装置における表示例を示す模式図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態１におけるナビゲーション装置について図面を参照しながら
説明する。
　図１は本発明の実施の形態１におけるナビゲーション装置を搭載した自動車の斜視図で
ある。図１に示すように自動車１１を示し、その自動車内１２前方には、ナビゲーション
装置１０が設けられている。
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　以上のように設置されたナビゲーション装置１０について、以下にその構成を説明する
。図２は本発明の実施の形態１におけるナビゲーション装置１０の構成を示すブロック図
である。
【００１４】
　まず図２に示すように、ナビゲーション装置１０は現在位置検出部２０と、地図データ
記憶部２１と、目的地設定部２２と、気象情報を取得し記憶する情報取得部２３と、経路
探索部２４と、到着時間算出部２５と、道路状況判断部２６と、再探索部２７と、制御部
２８と、表示部２９を備える。
【００１５】
　また、前記道路状況判断部２６は、到着時間算出部２５によって算出された到着時間に
おける目的地周辺の気象情報を情報取得部２３によって取得して道路状況を判断する。そ
の結果新たな目的地を設定する必要がある場合に、制御部２８が前記目的地に類似した新
たな目的地を再探索部２７に探索させ、その探索結果と気象情報と道路状況を表示部２９
に表示させる構成としたものである。
【００１６】
　以上のように設置されたナビゲーション装置１０について、以下にその処理動作を説明
する。図３（ａ）および図３（ｂ）は本発明の実施の形態１におけるナビゲーション装置
１０のフローチャート図である。
【００１７】
　まず、ナビゲーション装置１０において、現在位置検出部２０によって現在位置を検出
し、目的地設定部２２によって地図データ記憶部２１に保持された検索データから目的地
を検索して設定し（Ｓ３０）、経路探索部２４により目的地までのルートを探索する（Ｓ
３１）。そして、飲食店や遊園地や観光名所などで分類される目的地の検索種別や、目的
地の住所、目的地までの距離、探索したルートの所要金額、有料道路優先や一般道路優先
などの探索条件、および到着時間算出部２５により算出した目的地への到着時刻、所要時
間などのルート条件を記憶する（Ｓ３２）。さらに、目的地までの距離や探索したルート
の所用金額や所要時間などのルート条件の例えば２倍を基準値として設定する（Ｓ３３）
。
【００１８】
　そして、算出された到着時刻における目的地の気象情報を情報取得部２３が取得し（Ｓ
３４）、その内容に問題があるかどうか確認する（Ｓ３５）。問題がない場合は再び一定
時間経過後に気象情報を取得する。問題がある場合は、道路状況判断部２６により目的地
周辺の気象情報が道路に与える影響を判断し、その影響を考慮して目的地までのルートを
再探索部２７が再探索し（Ｓ３６）、その結果が基準値を超えているかどうかを確認する
（Ｓ３７）。基準値を超えていない場合は案内を継続し（Ｓ３ｂ）、再び一定時間経過後
に気象情報を取得する。基準値を超えている場合は、記憶していたルート条件で他の目的
地候補を探索し（Ｓ３８）、その探索結果を目的地候補として画面に表示し（Ｓ３９）、
ユーザーへ選択肢を提供する。Ｓ３９で目的地候補を表示したあと、ユーザーが目的地を
変更するかどうかを判断し（Ｓ４０）、変更しない場合はそのまま案内を継続する（Ｓ４
１）。Ｓ４０においてユーザーが選択肢によって新たな目的地を選択した場合は、新たな
目的地に従い再度ルート探索を実施する（Ｓ３０）。
【００１９】
　以上のように処理された結果、新たな目的地候補として画面に表示した例が次の図であ
る。図４は本発明の実施の形態１において、記憶していたルート条件で他の目的地候補を
探索し、その探索結果を目的地候補として画面に表示した表示例を示す模式図である。
【００２０】
　まず、ナビゲーション装置１０の表示画面４０において、自車の現在地を示すマーク４
１と目的地４２、目的地までの案内ルート４３が表示されている。その上に、記憶してい
たルート条件で探索され（図３のＳ３９）た目的地候補４４が表示され、ユーザーはその
画面の内容を選択することで新たな目的地を設定する。
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　以上のように本実施の形態によれば、当初目的地に類似した新たな目的地を再探索する
手段を備えることにより、装置の使用方法や他の代替目的地の情報を持ち得なくても、新
たな目的地を設定・到着することができる。
【００２２】
　なお、道路状況を目的地で判断するだけでなく、探索した経路上に経由地を設け、その
経由地で判断してもよい。また、気象情報のみを判断に使用したが、交通情報や規制情報
を判断に使用してもよい。また、新たな目的地を探索する際の条件をユーザーが選択・指
定してもよい。逆に、様々な条件で探索した結果からユーザーが新たな目的地を選択して
もよい。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本発明のナビゲーション装置は、当初目的地に関する種別、住所、到着予定時刻、案内
経路の所用時間、所用距離、所用金額の少なくともひとつの条件を満たす当初目的地とは
異なった新たな目的地を自動で再探索しユーザーへ提供する車用などのナビゲーション装
置として広く活用が期待される。
【符号の説明】
【００２４】
１０　　ナビゲーション装置
１１　　自動車
１２　　自動車内
２０　　現在位置検出部
２１　　地図データ記憶部
２２　　目的地設定部
２３　　情報取得部
２４　　経路探索部
２５　　到着時間算出部
２６　　道路状況判断部
２７　　再探索部
２８　　制御部
２９　　表示部
４０　　表示画面
４１　　自車の現在地を示すマーク
４２　　目的地
４３　　目的地までの案内ルート
４４　　目的地候補
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